
谷た
に

　
田だ

　
健け

ん

　
治じ  

議
員

　

本
町
の
熱
中
症
対
策

を
担
当
す
る
課
は
。

　

産
業
環
境
課
が
担
当
。

　

２
０
２
１
年
か
ら

２
０
２
３
年
の
３
年
間
で
、

井
手
分
署
管
内
で
熱
中
症

の
疑
い
で
緊
急
搬
送
さ
れ

た
件
数
は
。

　

２
０
２
１
年
が
８
件
、�

２
０
２
２
年
が
13
件
、

２
０
２
３
年
が
15
件
。

　
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」
が
運
用
さ
れ
て
以
降
、

熱
中
症
か
ら
住
民
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
の
本
町

で
の
取
組
は
。

　

広
報
い
で
に
熱
中
症

予
防
や
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
に
関
す
る
記
事
を

掲
載
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

発
信
、
周
知
を
図
っ
て
い

る
。

　
「
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
」
で
は
、
市
町

村
長
が
地
域
に
お
い
て

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
指
定
で
き
る
。

本
町
で
指
定
し
て
い
る

公
共
施
設
や
民
間
施
設
は

あ
る
の
か
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、

図
書
館
を
「
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
」
と
位
置
付
け
、

熱
中
症
対
策
の
一
つ
と
し

て
き
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
先
進

事
例
の
情
報
収
集
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
指
定
し
て
い
る
公
共
施

設
や
民
間
に
依
頼
し
て
い

る
施
設
は
な
い
。

開
館
し
て
い
る
公
共
施

設
を
積
極
的
に
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
。

「
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
」
と
は
、
熱

中
症
に
よ
る
人
の
健
康

に
係
る
重
大
な
被
害
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
備
え
、
従
来
の
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の

一
段
階
上
の
も
の
で
、

令
和
６
年
度
か
ら
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
常
備
す
る
自
治

体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

本
町
の
小
・
中
学
校
で
、

生
理
用
品
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
の
対
応
は
。

　

生
理
用
品
は
、
保
健

室
に
常
備
し
て
お
り
、
児

童
・
生
徒
の
申
し
出
に
よ

り
、
養
護
教
諭
等
が
手
渡

し
で
対
応
し
て
い
る
。

　

学
校
ト

イ
レ
に
生
理

用
品
を
常
備

で
き
な
い
か
。

　

児
童
・

生
徒
と
の
コ�

ミ
ュ
ニ
ケ
ー�

シ
ョ
ン
を
図

り
相
談
し
や

す
い
環
境
や

関
係
を
構
築

す
る
こ
と
が
、�

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
た
め
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

手
渡
す
こ
と
で
、
子
ど

も
の
状
況
を
把
握
で
き
、

安
心
し
た
学
校
生
活
の
保

障
に
つ
な
が
る
と
各
校
長

か
ら
も
報
告
を
受
け
て
い

る
。学

校
ト
イ
レ
へ
の
生
理

用
品
の
常
備
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
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ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の

�

指
定
施
設
は

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
備
を

現
在
指
定
し
て
い
る

�

施
設
は
な
い

奥
山
産
業
環
境
課
長

畑
中
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

「熱中症特別警戒アラート」の運用が開始されました

泉ヶ丘中学校の女子トイレの様子

現
在
の
と
こ
ろ

�

考
え
て
い
な
い

北
川
学
校
教
育
課
参
事

井
手
町
議
会
構
成

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　
「
若
年
が
ん
患
者
在

宅
療
養
支
援
事
業
」
の
概

要
は
。

　

回
復
の
見
込
み
が
な

い
と
判
断
さ
れ
た
18
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
が
ん
患
者

の
方
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
を
利
用
さ
れ
た
費
用
に

対
す
る
補
助
制
度
。

助
成
内
容
は
費
用
の
10

分
の
9
で
、
助
成
額
は
訪

問
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
で
は
一
月
の
上
限
が
7�

万
２
千
円
。
福
祉
用
具
の

購
入
は
上
限
9
万
円
で
、

市
町
村
の
助
成
額
の
2
分

の
1
を
補
助
。

　
「
が
ん
患
者
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
支
援
事
業
」
の
概

要
は
。

　

抗
が
ん
剤
の
副
作
用

や
乳
房
切
除
手
術
に
よ
り
、

ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具

を
購
入
さ
れ
た
費
用
に
対

す
る
補
助
制
度
。

助
成
額
は
補
助
対
象
の

上
限
額
が
1
万
円
で
、
市

町
村
の
助
成
額
の
2
分
の

1
を
補
助
す
る
。

　

本
町
に
お
け
る
購
入

費
助
成
制
度
導
入
に
係
る

今
後
の
対
応
は
。

　

ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補

正
具
の
購
入
支
援
は
、
心

理
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

上
で
も
有
意
義
で
あ
り
、

府
の
補
助
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

町
で
も
他
市
町
村
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
年
齢

を
限
定
し
な
い
制
度
と
す

る
こ
と
を
含
め
て
実
施
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。

「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支

援
事
業
」
と
は
、
治
療

を
さ
れ
て
い
る
方
が
、

治
療
後
も
罹
患
前
と
同

様
の
生
活
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
に
対
す
る
支
援
を
提

供
す
る
取
組
で
す
。

岡お
か

　
田だ

　
久ひ

さ

　
雄お  

議
員

　

玉
川
さ
く
ら
公
園
の

年
間
利
用
者
数
は
。

　

自
由
に
出
入
り
出
来

る
施
設
の
た
め
、
利
用
者

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

遊
具
等
の
維
持
管
理

は
。

　

年
二
回
の
除
草
作
業

と
、
年
一
回
公
園
遊
具
の

専
門
業
者
に
よ

る
点
検
を
行
っ

て
い
る
。

　

誰
も
が
楽

し
め
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具

の
設
置
は
。

　

直
ち
に
、

新
た
な
遊
具
の

追
加
設
置
は
難

し
い
が
、
関
係

者
の
声
を
伺
い

な
が
ら
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
公
園
づ
く

り
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

子
ど
も
が
遊
べ
る
広

い
公
園
の
新
設
は
。

　

ま
ず
は
、
玉
川
さ
く

ら
公
園
や
谷
川
ホ
タ
ル
公

園
を
は
じ
め
、
各
地
域
の

児
童
公
園
等
を
適
切
に
維

持
・
管
理
し
て
い
き
た
い
。
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ウィッグなどの購入支援制度が検討されます

障がいがある子もない子も
一緒に遊べる「インクルーシブ遊具」

が
ん
対
策
支
援
事
業
の
拡
充
は

玉
川
さ
く
ら
公
園
の
整
備
は

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
公
園
づ
く
り
に

�

つ
い
て
も
検
討

辻
井
建
設
課
長

他
市
町
村
の
状
況
を
確
認

�

し
な
が
ら
実
施
検
討
す
る

畑
中
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

井
手
町
議
会
構
成

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
に
よ
る
全
国
で
の
被

害
状
況
に
つ
い
て
情
報
提

供
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

令
和
５
年
７
月
に
、

情
報
提
供
や
注
意
喚
起
の

通
知
が
あ
っ
た
。

府
か
ら
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
や
市
町
村
外

来
生
物
担
当
者
会
議
な
ど

を
通
じ
て
生
態
や
被
害
情

報
な
ど
の
提
供
・
共
有
が

な
さ
れ
て
き
た
。

　

本
町
の
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
桜
の

被
害
状
況
は
把
握
さ
れ
て

い
る
か
。

　

府
内
で
の
被
害
情
報

は
な
い
。

町
内
の
各
地
域
で
除
草

や
清
掃
活
動
等
を
し
て
頂

い
て
い
る
団
体
か
ら
、
異

常
が
あ
れ
ば
報
告
い
た
だ

け
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。

　

事
前
の
対
策
や
補
助

金
の
交
付
に
つ
い
て
本
町

の
考
え
は
。

　

国
や
府
、
周
辺
市
町

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
被

害
状
況
や
補
助
金
も
含
め

た
対
策
事
例
の
情
報
収
集

に
努
め
る
。

町
内
の
関
係
団
体
に
も

協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　

町
職
員
へ
の
カ
ス
ハ

ラ
に
該
当
す
る
よ
う
な
事

例
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　

該
当
す
る
迷
惑
行
為

に
つ
い
て
は
、
な
い
も
の

と
把
握
し
て
い
る
。

　

該
当
す
る
事
例
の
対

応
に
つ
い
て
、
町
職
員
の

た
め
の
相
談
窓
口
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。

　

令
和
４
年
12
月
に

「
井
手
町
職
員
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す

る
規
程
」
を
制
定
し
て
い

る
。相

談
や
苦
情
の
窓
口
は

総
務
課
内
に
設
置
。

　

カ
ス
ハ
ラ
に
対
す
る

職
員
研
修
等
の
実
施
状
況

は
。

　

概
ね
５
年
目
ま
で
の

若
手
職
員
を
対
象
と
し
た

ク
レ
ー
ム
対
応
・
接
遇
の

研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。

　

今
後
、
町
職
員
を
カ

ス
ハ
ラ
か
ら
守
る
た
め
の

予
防
や
対
策
の
考
え
は
。

　

他
の
自
治
体
で
の
具

体
的
な
対
策
な
ど
確
認
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。万

が
一
、
問
題
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な

措
置
を
講
じ
た
い
。
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脇わ
き

　
本も

と

　
尚た

か

　
憲の

り  

議
員

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る

�

被
害
状
況
と
そ
の
対
策

町
職
員
へ
の
カ
ス
タ
マ
ー

�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
と
対
策

被害が懸念される玉川の桜並木

本町の相談窓口となる総務課

他
の
自
治
体
で
の
対
策
を

�

確
認
し
な
が
ら
検
討

平
間
総
務
課
長

適
切
に
対
応
し
て
い
く

奥
山
産
業
環
境
課
長

井
手
町
議
会
構
成

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　

歴
史
上
の
人
物
や
左

馬
を
活
用
し
た
観
光
P
R

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
「
町
勢
要
覧
」
や
町

H
P
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

に
よ
る
紹
介
や
各
種
団
体

の
協
力
を
得
て
、
P
R
に

取
り
組
む
。

　

歴
史
や
文
化
資
源
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

現
在
行
っ
て
い
る

様
々
な
取
組
を
継
続
・
充

実
さ
せ
、
新
た
に
町
内
で

点
在
し
て
い
る
歴
史
・
文

化
資
源
を
ス
ト
ー
リ
ー
立

て
し
て
周
遊
で
き
る
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

町
内
の
各
施
設
や
名
所

旧
跡
等
を
周
遊
す
る
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
検
討
を

進
め
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ゆ

う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

等
が
実
施
す
る
活
動
の
内

容
は
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
の
大
会
が
あ
り
、

ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、陸
上
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
等
の
教
室
を
開

催
。今

後
、
水
泳
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
等
の
教
室
を
開
催

予
定
。

　

府
が
主
催
す
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
へ
の
参
加

状
況
は
。

　

す
べ
て
の
種
目
で
は

な
い
が
、
府
民
総
合
体
育

大
会
へ
参
加
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
、
施
設
整
備

な
ど
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

施
設
整
備
は
、
新
四
郎

山
グ
ラ
ン
ド
の
、
防
球

ネ
ッ
ト
の
修
繕
や
水
は
け

の
改
善
、
泉
ヶ
丘
中
学
校

の
照
明
の
改
修
を
行
っ
て

き
た
。

今
後
も
関
係
団
体
の
意

見
等
も
伺
い
な
が
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
の
環
境
づ
く
り
や

施
設
整
備
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
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田た

　
中な

か

　
保や

す

　
美み  

議
員

歴
史
・
文
化
資
源
や
観
光
P
R
活
動
は

各
種
団
体
と

�

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む

高
江
企
画
財
政
課
長

関
係
団
体
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る

�

振
興
と
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

寺
井
社
会
教
育
課
長

左馬ふれあい公園

IDEゆうゆうスポーツクラブが開催する「フットサル教室」

本
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

�

進
め
方
は

井
手
町
議
会
構
成

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　
「
遺
構
展
示
ベ
ン
チ
」

の
維
持
管
理
は
ど
こ
の
課

の
所
管
か
。

　

社
会
教
育
課
が
所
管
。

　

維
持
管
理
の
方
法
や

時
期
は
。

　

ガ
ラ
ス
面
の
汚
れ
や

雑
草
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
適
宜
清
掃
を
実
施
。

直
近
は
５
月
上
旬
に
、
ガ

ラ
ス
面
の
清
掃
と
除
草
作

業
を
行
っ
た
。

　

維
持
管
理
に
あ
た
り
、

注
意
が
必
要
な
点
は
。

　

府
教
育
委
員
会
文
化

財
保
護
課
か
ら
、
温
湿
度

管
理
や
雑
草
に
注
意
す
る

よ
う
助
言
が
あ
っ
た
。

内
部
の
側
面
に
は
断
熱

材
を
使
用
し
、
24
時
間
自

然
給
気
と
換
気
扇
に
よ
る

排
気
を
行
い
、
適
宜
除
草

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
遺
構
展
示
ベ
ン
チ
」

の
活
用
方
法
や
基
壇
跡
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
舗
装
に
つ

い
て
、
改
め
て
周
知
を
図

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

今
後
も

窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
を
図

り
、
町
内
外

か
ら
来
訪
さ

れ
る
行
事
な

ど
の
機
会
を

活
用
し
て
、

基
壇
を
は
じ

め
基
壇
を
イ

メ
ー
ジ
し
た

舗
装
が
わ
か

木き

　
村む

ら

　
武た

け

　
壽ひ

さ  

議
員

り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に

検
討
・
周
知
を
図
っ
て
い

く
。

　

開
催
さ
れ
た
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
概
要
は
。

　
「
さ
く
ら
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」
が
、
主
催
者

と
な
り
、
３
月
23
、
24
、

30
、
31
日
の
土
曜
日
と
日

曜
日
の
４
日
間
で
、
町
内

６
か
所
に
設
置
し
た
ス
タ

ン
プ
を
３
つ
以
上
集
め
る

と
抽
選
会
に
参
加
で
き
た
。

「
お
買
物
券
」
や
「
い

で
た
ん
グ
ッ
ズ
」
が
景
品

と
な
っ
て
い
た
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

目
的
は
。

　

町
内
外
か
ら
来
訪
さ

れ
る
方
々
に
、
本
町
の
名

所
な
ど
の
周
遊
を
促
し
、

自
然
や
歴
史
な
ど
を
感
じ

て
い
た
だ
き
、
町
内
店
舗

で
の
購
買
促
進
を
図
る
こ

と
な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

参
加
人
数
は
。

　

実
行
委
員
会
に
よ
る

と
参
加
人
数
は
、
２
８
１

人
だ
っ
た
。

　

今
回
の
反
省
点
や
今

後
の
課
題
は
。

　

今
年
は
開
催
期
間
の

終
了
後
に
桜
の
見
頃
を
迎

え
、
期
間
中
の
参
加
者
が

想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
。

桜
の
開
花
状
況
や
天
候

で
来
場
者
数
が
大
き
く
変

動
す
る
た
め
、「
さ
く
ら

ま
つ
り
」
の
期
間
設
定
の

工
夫
が
必
要
。

　

次
回
も
続
け
る
予
定

は
あ
る
か
。

　

実
行
委
員
会
に
お
い

て
、
今
回
の
反
省
点
や
課

題
を
踏
ま
え
、「
さ
く
ら

ま
つ
り
」
開
催
に
向
け
て

検
討
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い

る
。町

と
し
て
、「
井
手
町

さ
く
ら
ま
つ
り
」
事
業
が
、

さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。
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さくらまつりで開催されたスタンプラリーの案内

遺構展示ベンチ

「
遺
構
展
示
ベ
ン
チ
」
の

�

活
用
や
周
知
は

井
手
町
さ
く
ら
ま
つ
り

�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
目
的
は

基
壇
を
は
じ
め
基
壇
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

�

舗
装
の
周
知
を
図
る

寺
井
社
会
教
育
課
長

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
の

�

事
業
と
し
て
大
変
効
果
が
あ
っ
た

奥
山
産
業
環
境
課
長

井
手
町
議
会
構
成

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　
「
市
町
村
こ
ど
も
計

画
」
の
策
定
が
努
力
義
務

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
町

で
の
既
存
の
計
画
と
の
整

合
な
ど
、
今
後
の
方
向
性

は
。

　

今
年
度
策
定
予
定
の

「
第
３
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」に「
こ

ど
も
基
本
法
」
等
の
考
え

を
踏
ま
え
計
画
を
進
め
る
。

「
市
町
村
こ
ど
も
計
画
」

の
策
定
は
府
の
「
都
道
府

県
こ
ど
も
計
画
」
を
注
視

し
検
討
し
た
い
。

　

こ
ど
も
や
保
護
者
の

意
見
を
聞
き
「
井
手
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
な
る
の
で
は
。

幅
広
く
住
民
の
声
を
聞

く
方
法
は
。

　
「
井
手
町
子
ど
も
未

来
づ
く
り
会
議
」
の
委
員

と
し
て
、
地
域
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
の
方

に
参
画
い
た
だ
き
「
就

学
・
未
就
学
児
童
の
保
護

者
の
方
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
る
。
新
た
に
「
小
学
生

等
の
児
童
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
」
等
の
実
施

を
検
討
し
、
そ
こ
で
の
意

見
等
も
反
映
で
き
れ
ば
と

考
え
る
。

　
「
木
津
川
運
動
公
園
」

や
「
不
動
川
公
園
」
等
の

広
域
的
な
防
災
拠
点
を
整

備
す
る
考
え
は
。

救
援
物
資
は
役
場
庁
舎

と
給
食
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
場
所

は
、
小
中
学
校
、
新
四
郎

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
有
王
住

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
５
か
所

を
指
定
。

新
た
な
施
設
を
整
備
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

既
存
施
設
を
活
用
す
る
。

　

今
後
バ
イ
パ
ス
道
路

の
開
通
で
、
住
宅
地
が
増

加
し
て
き
た
場
合
、
騒
音

等
に
対
し
て
の
考
え
は
。

　

広
域
的
な
防
災
拠
点

は
、
広
域
行
政
を
担
う
府

に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
と

考
え
る
。

　

沿
道
の
住
宅
地
で
必

要
な
箇
所
に
は「
防
音
壁
」

の
設
置
を
検
討
。

計
画
さ
れ
て
い
る
国
道

24
号
バ
イ
パ
ス
沿
道
で
既

存
の
住
宅
地
が
あ
る
場
所

以
外
は
、
市
街
化
調
整
区

域
で
、
直
ち
に
住
宅
等
が

立
ち
並
ぶ
こ
と
は
無
い
が
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
道
路
整
備
の
進
捗
状

況
も
見
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

鎌か
ま

　
田だ

　
隆た

か

　
宏ひ

ろ  

議
員
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国
道
24
号
城
陽
井
手
木
津
川

�
バ
イ
パ
ス
の
今
後
は

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

�

広
域
的
な
連
携
を
図
る

関
西
参
与

辻
井
建
設
課
長

こども達にも知ってもらいたい「こども基本法」

こども家庭庁ホームページより

出典：こども家庭庁（http://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-kihon）（参照2024-06-13）

埋蔵文化財発掘調査中のバイパス用地

「
市
町
村
こ
ど
も
計
画
」
の
策
定
は

「
都
道
府
県
こ
ど
も
計
画
」

�

を
注
視
し
検
討

花
木
住
民
福
祉
課
長

井
手
町
議
会
構
成

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　

拡
充
の
き
っ
か
け
は
。

　

本
年
１
月
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
で
木
造

住
宅
に
甚
大
な
被
害
が
生

じ
た
状
況
を
受
け
、
府
内

の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
。

　

補
助
制
度
拡
充
の
期

限
は
。

　

令
和
６
年
度
、
７
年

度
の
２
年
間
の
時
限
措
置
。

　

本
町
に
お
い
て
も
利

用
で
き
る
の
か
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
か
ら
国
や
府
の
補
助

を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、

今
回
の
府
の
制
度
拡
充
に

あ
わ
せ
、
町
に
お
い
て
も

令
和
６
年
度
か
ら
制
度
を

拡
充
し
て
い
る
。

　

拡
充
の
対
象
は
。

　

耐
震
診
断
に
よ
り
判

定
さ
れ
た
耐
震
性
能
を
1.0

未
満
か
ら
1.0
以
上
に
引
き

上
げ
る
耐
震
改
修
、「
本

格
改
修
工
事
」
が
対
象
。

　

拡
充
内
容
は
。

　

自
己
負
担
額
は
、
改

修
費
用
の
５
分
の
１
か
ら

20
分
の
１
に
、
補
助
金
の

上
限
額
は
１
０
０
万
円
か

ら
１
５
０
万
円
に
変
更
。

　

制
度
拡
充
の
周
知
方

法
は
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
へ
の
掲
載
、
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
に
よ
り
周

知
を
行
い
、
耐
震
化
の
更

な
る
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

 

「
代
理�

受
領
制
度
」

を
導
入
す

る
メ
リ
ッ

ト
は
。

　

申
請

者
は
耐
震

改
修
等
に

係
っ
た
全

費
用
か
ら

補
助
金
額

を
差
し
引

い
た
額
を

工
事
業
者

に
支
払
い
、

町
が
工
事
業
者
に
直
接
補

助
金
を
支
払
う
こ
と
で
、

申
請
者
が
補
助
金
相
当
額

を
立
て
替
え
る
必
要
が
な

い
。

　

そ
れ
以
外
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

　

特
に
今
年
度
は
自
己

負
担
額
の
軽
減
及
び
補
助

額
の
上
限
の
引
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。

　

制
度
導
入
は
い
つ
か

ら
か
。

　

本
年
７
月
か
ら
導
入

予
定
。

　
「
成
人
歯
科
検
診
」

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
の
か
。

　

主
な
も
の
は
「
歯
周

疾
患
検
診
」
で
、
現
在
18

市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。

　

内
容
は
。

　

問
診
と
口
腔
内
検
査

に
よ
り
、
歯
の
状
況
や
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
の
状
況
、
歯

石
の
付
着
状
況
、
口
腔
衛

生
状
況
等
を
確
認
し
、
疾

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
げ
る
。

　
「
成
人
歯
科
検
診
」

を
導
入
す
る
予
定
は
。

　

本
年
３
月
に
国
に
お

い
て
「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
歯
科
保
健
医
療
業

務
指
針
」
が
新
た
に
策
定

さ
れ
た
。

具
体
的
な
事
項
が
示
さ

れ
た
の
で
、
こ
の
指
針
を

踏
ま
え
、「
成
人
歯
科
検
診
」

を
は
じ
め
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
ご
と
の
取
組
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

木き

　
村む

ら

　
健け

ん

　
太た  

議
員
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木
造
住
宅
耐
震
改
修

�

助
成
制
度
の
拡
充
は

「
８
０
２
０
運
動
」
本
町
で
の
取
組
は

令
和
６
年
度
か
ら

�

拡
充
し
て
い
る

辻
井
建
設
課
長

推
進
に
つ
い
て
定
め
、

�

取
組
を
進
め
て
い
る

畑
中
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

木木造造住住宅宅耐耐震震改改修修のの補補助助　　拡拡充充ししままししたた！！
◎今後の地震に対する備えとして、耐震改修の補助を緊急的に拡充
本年１月に発生した、能登半島地震において、木造住宅に甚大な被害が発生したことから、町内の木造住宅の耐震化
をさらに促進するため、耐震改修の補助について拡充を行いました。（令和６年度・令和７年度分の補助金に限る）

◎拡充した補助金
〇木造住宅耐震改修
・自己負担額：５分の１⇒２０分の１に軽減　　・補助金の上限:１００万円⇒１５０万円に拡充
・耐震診断結果が１．０未満のものを改修後１．０以上に向上させるもの。
・耐震診断については、井手町木造住宅耐震診断士派遣事業実施要綱(平成１８年井町告示第２４号)に基づいた耐震
診断士又は建築士によるものに限る。

＜補助対象＞次の要件にすべて該当する木造住宅。
①     住戸の半分以上の床面積が住宅として使用されているもの。
②     昭和５６年５月３１日以前に着工され、完成しているもの。
③     町税等の滞納がない者であること。

※簡易耐震改修、耐震シェルター設置補助の受付も引続き行っています。

＜募集戸数＞限りがございますので、上限に到達時点で受付を終了します。
＜申込期限＞令和６年１２月２７日（金）まで
詳しいお問い合わせは　建設課（℡ ０７７４－８２－６１６７）までお願いします。

歯と口腔の健康づくり

補助制度の拡充を知らせるチラシ

井
手
町
議
会
構
成

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



市
町
村
議
会
議
員
研
修
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

６
月
19
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
町
の
社
会
教
育
に
関
す

る
事
業
を
よ
り
深
く
調
査
研
究
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

寺
井
社
会
教
育
課
長
よ
り
、
主
な
年
間
行
事
の
事
業
内
容
や
開

催
時
期
、
参
加
者
数
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
委
員
か
ら
は
、
質
疑
応
答
の
後
、
開
会
式
な
ど
の
参
加

者
数
を
増
や
す
た
め
の
提
案
や
、
美
化
活
動
の
事
前
の
告
知
方
法
、

各
種
団
体
の
役
員
の
男
女
比
見
直
し
の
必
要
性
な
ど
の
意
見
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、

社
会
教
育
の

更
な
る
推
進

の
た
め
に
調

査
研
究
を
継

続
し
て
い
く

こ
と
を
確
認

し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

文
化
教
育
活
動
の
更
な
る
推
進
の
た
め
に

�

委
員
長�

脇
本�

尚
憲

４
月
25
・
26
日
に
全
国
市
町
村
国
際
文
化

研
修
所
で
行
わ
れ
た
市
町
村
議
会
議
員
研
修
に
、

木
村
武
壽
議
員
と
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、「
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
こ
れ

か
ら
に
活
か
す
た
め
に
」
と
「
平
時
の
防
災
と

議
員
の
役
割
」
の
二
つ
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
の
演
習
で
は
、
他
の
市
町
村
議
員
の

方
々
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
方
々
の
防
災
に
対
す
る
平
時
の
対

策
や
考
え
等
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、「
災
害
時
に
お
け
る
議
会
の
対

応
と
取
組
」
と
「
災
害
時
、
復
旧
・
復
興
期
の

議
員
の
役
割
」
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
議
会
議
長
で

あ
る
大
峯
英
之
氏
の
東
日
本
大
震
災
で
の
体
験

談
が
あ
り
、
当
時
地
域
の
消
防
団
員
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
た
際
の
生
々
し
い
状
況
を
聞
け
た

こ
と
は
、
本
町
の
消
防
団
員
が
年
々
減
少
し
て

い
る
中
で
、「
災
害
が
起
き
る
前
の
平
時
に
取

り
組
め
る
こ
と
は
何
か
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、

大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
で
学
ん
だ
内
容
は
、
議
員
・
現

役
消
防
団
員
と
し
て
も
大
変
有
意
義
な
研
修
で

あ
っ
た
た
め
、
今
後
両
方
の
活
動
で
活
か
せ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
と
議
員
の
役
割
と
は

�

木
村�

健
太
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新米記者いでたんが町に出かけて、まちのこといろいろ聞いてみます。
今回は4月から事業関係の参与に就任された
関西浩二さんにインタビューしました!

これからの町のこと·個人的なこと、
いろいろ聞いてみました!　　　 いでたん関西参与

せ き にしこう  じ

今までの経緯を教えて下さい。

　1985年京都府庁入庁（土木職）。

 山城南土木事務所長、砂防課長、道路計画課長、理事

兼指導検査課長を経て建設交通部技監を最後に、

2022年定年退職。

　京都技術サポートセンター副理事長として2年勤務。

　2024年4月から参与に就任しました。

国道24号城陽井手木津川バイパスと市街地とを
結ぶアクセス道路の整備についてお聞かせ下さい。

こっそり聞きました・・・関西参与はどんな人?

府職員時代は、どのような仕事をされていましたか?

　道路・河川・砂防・災害復旧事業や、技術調査・管

理、入札契約制度、建設業の働き方改革、技術職員

の確保・育成などです。

　城陽井手木津川バイパスは、府道路計画課長として担

当していたこともあり、大変思い入れのある道路事業です。

　国や京都府、城陽市、木津川市とも連携・協力して早

期完成に努めたい。

　アクセス道路の整備は、3路線で町道整備事業を進

めており、残る路線も含め、バイパス道路の進捗も見な

がら、整備を進めていきたい。

●好きな食べ物・・・家内の手料理　　

●趣味・・・ウォーキング、博物館、美術館めぐり、めだか、

他にもいろいろ

●特技・・・お片付け（府庁時代は執務室や倉庫の片付

けを陣頭指揮の実績あり）

これからの井手町のまちづくりをどのように
イメージされますか。

　井手町に住み、子育てをしながら、町スポーツ協会など

の活動にも長年関わってきました。その経験から、「町を

良くしたい、盛り上げたい」と思う人がたくさんいること

がこの町の強みだと感じていました。

　子育て世代からシニア世代までの多くの皆さんに、住みた

いまち、住んで良かったまちと言われるような、まさしく西島

町長が目指す「豊かな自然と利便性・快適性とが共存する新

しいまち」の実現に、少しでもお役に立てるよう努力したい。

国道24号城陽井手木津川バイパス周辺の
住宅地をはじめとした開発計画については、
いかがでしょう。

　井手町の総合計画では、「バイパス沿道付近等に

若い世代の居住を促進する新しい住宅地整備の検討

等」としています。

　この構想実現に向けては、本町だけでなく、府南部

地域の都市計画に関わることでもあり、高いハードル

が想定されていますが、実現に向けて町議会や関係

団体、住民の皆さんと一緒に取り組んでいきたい。

インタビューに真摯にお答えいただきました。
関西参与ご協力ありがとうございました！！

これからもよろしくお願いします。
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